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４月八戸市教育委員会定例会に付議すべき事件 

 

議案第14号 八戸市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の 

一部を改正する条例の制定について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

議案第 15号 八戸市社会教育委員の委嘱についてについて ・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

議案第 16号 八戸市文化財の指定解除について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 



議案第14号 

 

八戸市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部 

を改正する条例の制定について 

八戸市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改

正する条例の制定について、別紙のとおり市長に申し入れるものとする。 

 

令和５年４月26日 提出 

 

                    八戸市教育委員会 

                     教育長  齋 藤  信 哉 

 

 

理 由 

  公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償の基準を定める政令の一部

改正に伴い、市立学校の学校医等の公務上の災害に対する補償基礎額及び介護補償の額を引

き上げるためのものである。 
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議案第 号 

 

八戸市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

八戸市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改

正する条例を別紙のとおり制定する。 

 

令和５年 月 日 提出 

 

八戸市長  熊  谷  雄  一 

 

 

 

理 由 

  公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償の基準を定める政令の一部

改正に伴い、市立学校の学校医等の公務上の災害に対する補償基礎額及び介護補償の額を引

き上げるためのものである。 
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八戸市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部

を改正する条例 

 

八戸市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例（昭和36年

八戸市条例第32号）の一部を次のように改正する。 

第７条の２第２項第１号中「171,650円」を「172,550円」に改め、同項第２号中「75,290円」

を「77,890円」に改め、同項第３号中「85,780円」を「86,280円」に改め、同項第４号中

「37,600円」を「38,900円」に改める。 
 

「  「     

 別表中 
6,245円 8,003円 9,608円

を 
6,340円 8,085円 9,640円  

5,263円 6,240円 6,900円 5,340円 6,310円 6,925円  

  」    」 
 

に改める。 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の八戸市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例

（以下「新条例」という。）第７条の２第２項の規定は、令和５年４月１日以後に支給すべ

き理由が生じた介護補償について適用し、同日前に支給すべき理由が生じた介護補償につい

ては、なお従前の例による。 

３ 新条例別表の規定は、令和４年４月１日以後に支給すべき理由が生じた公務災害補償並び

に同日前に支給すべき理由が生じた傷病補償年金、障害補償年金及び遺族補償年金で同日以

後の期間について支給すべきものの補償基礎額について適用し、その他の公務災害補償の補

償基礎額については、なお従前の例による。 

４ 令和５年４月１日からこの条例の施行の日（以下「施行日」という。）の前日までの間に

改正前の八戸市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例

（以下「旧条例」という。）第７条の２第２項の規定に基づいて支給された介護補償は、新

条例の規定による介護補償の内払とみなす。 

５ 令和４年４月１日から施行日の前日までの間に旧条例別表の規定に基づいて支給された公

務災害補償は、新条例の規定による公務災害補償の内払とみなす。 
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( 
1/
2 
) 

八
戸
市
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
介
護
補
償
）
 

（
介
護
補
償
）
 

第
７
条
の
２
 
（
略
）
 

第
７
条
の
２
 
（
略
）
 

２
 
介
護
補
償
は
、
月
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
１
月
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
 

２
 
介
護
補
償
は
、
月
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
１
月
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
 

(１
) 
介
護
補
償
に
係
る
障
害
（
障
害
の
程
度
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
月
に
お
け
る
最
初

の
変
更
の
前
の
障
害
。
第
３
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
常
時
介
護
を
要
す
る
程
度
の
障
害
と
し
て

教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
（
次
号
に
お
い
て
「
常
時
介
護
を
要
す
る
場

合
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
そ
の
月
に
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が

あ
る
と
き
（
同
号
に
掲
げ
る
と
き
を
除
く
。
）
 
そ
の
月
に
お
け
る
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て

支
出
さ
れ
た
額
（
そ
の
額
が
17
2,
55
0円
を
超
え
る
と
き
は
、
17
2,
55
0円
）
 

(１
) 
介
護
補
償
に
係
る
障
害
（
障
害
の
程
度
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
月
に
お
け
る
最
初

の
変
更
の
前
の
障
害
。
第
３
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
常
時
介
護
を
要
す
る
程
度
の
障
害
と
し
て

教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
（
次
号
に
お
い
て
「
常
時
介
護
を
要
す
る
場

合
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
そ
の
月
に
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が

あ
る
と
き
（
同
号
に
掲
げ
る
と
き
を
除
く
。
）
 
そ
の
月
に
お
け
る
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て

支
出
さ
れ
た
額
（
そ
の
額
が
17
1,
65
0円
を
超
え
る
と
き
は
、
17
1,
65
0円
）
 

(２
) 
常
時
介
護
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
月
（
新
た
に
介
護
補
償
を
行
う
べ
き
理
由
が
生

じ
た
月
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
４
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
親
族
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者

に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
と
き
（
そ
の
月
に
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受

け
た
日
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
額
が
77
,8
90

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
 
77
,8
90
円
 

(２
) 
常
時
介
護
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
月
（
新
た
に
介
護
補
償
を
行
う
べ
き
理
由
が
生

じ
た
月
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
４
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
親
族
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者

に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
と
き
（
そ
の
月
に
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受

け
た
日
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
額
が
75
,2
90

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
 
75
,2
90
円
 

(３
) 
介
護
補
償
に
係
る
障
害
が
随
時
介
護
を
要
す
る
程
度
の
障
害
と
し
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定

め
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
（
次
号
に
お
い
て
「
随
時
介
護
を
要
す
る
場
合
」
と
い
う
。
）
に
お

い
て
、
そ
の
月
に
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
と
き
（
同
号
に
掲

げ
る
と
き
を
除
く
。
）
 
そ
の
月
に
お
け
る
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
額
（
そ
の

額
が
86
,2
80
円
を
超
え
る
と
き
は
、
86
,2
80
円
）
 

(３
) 
介
護
補
償
に
係
る
障
害
が
随
時
介
護
を
要
す
る
程
度
の
障
害
と
し
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定

め
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
（
次
号
に
お
い
て
「
随
時
介
護
を
要
す
る
場
合
」
と
い
う
。
）
に
お

い
て
、
そ
の
月
に
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
と
き
（
同
号
に
掲

げ
る
と
き
を
除
く
。
）
 
そ
の
月
に
お
け
る
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
額
（
そ
の

額
が
85
,7
80
円
を
超
え
る
と
き
は
、
85
,7
80
円
）
 

(４
) 
随
時
介
護
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
月
に
親
族
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
に
よ
る
介
護

を
受
け
た
日
が
あ
る
と
き
（
そ
の
月
に
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
額
が
38
,9
00
円
以
下
で
あ

る
と
き
に
限
る
。
）
 
38
,9
00
円
 

 

(４
) 
随
時
介
護
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
月
に
親
族
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
に
よ
る
介
護

を
受
け
た
日
が
あ
る
と
き
（
そ
の
月
に
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
額
が
37
,6
00
円
以
下
で
あ

る
と
き
に
限
る
。
）
 
37
,6
00
円
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( 
2/
2 
) 

改
正
後
 

改
正
前
 

別
表
（
第
２
条
関
係
）
 

別
表
（
第
２
条
関
係
）
 

医
師
、
歯

科
医
師
又

は
薬
剤
師

と
し
て
の

経
験
年
数
 

５
年
未
満
 
５
年
以
上
 

10
年
未
満
 
10
年
以
上
 

15
年
未
満
 
15
年
以
上
 

20
年
未
満
 
20
年
以
上
 

25
年
未
満
 
25
年
以
上
 

学
校
医
及

び
学
校
歯

科
医
の
補

償
基
礎
額
 

6,
34
0円
 
8,
08
5円
 
9,
64
0円
 
10
,8
10
円
 
11
,6
45
円
 
12
,3
88
円
 

学
校
薬
剤

師
の
補
償

基
礎
額
 

5,
34
0円
 
6,
31
0円
 
6,
92
5円
 
8,
02
8円
 
8,
90
8円
 
9,
37
0円
 

 

医
師
、
歯

科
医
師
又

は
薬
剤
師

と
し
て
の

経
験
年
数
 

５
年
未
満
 
５
年
以
上
 

10
年
未
満
 
10
年
以
上
 

15
年
未
満
 
15
年
以
上
 

20
年
未
満
 
20
年
以
上
 

25
年
未
満
 
25
年
以
上
 

学
校
医
及

び
学
校
歯

科
医
の
補

償
基
礎
額
 

6,
24
5円
 
8,
00
3円
 
9,
60
8円
 
10
,8
10
円
 
11
,6
45
円
 
12
,3
88
円
 

学
校
薬
剤

師
の
補
償

基
礎
額
 

5,
26
3円
 
6,
24
0円
 
6,
90
0円
 
8,
02
8円
 
8,
90
8円
 
9,
37
0円
 

 

 

- 5 -



 

- 6 -



議案第15号 

 

   八戸市社会教育委員の委嘱について 

八戸市社会教育委員に別紙の者を委嘱する。 

 

令和５年４月26日 提出 

 

八戸市教育委員会 

                     教育長  齋 藤  信 哉 

 

 

理 由 

八戸市社会教育委員の辞任に伴う後任の委員を委嘱するためのものである。 
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氏  名 所 属 等 

竹花
たけはな

 和人
かずひと

 八戸市中学校長会 会長 

富岡
とみおか

 朋
とも

尚
なお

 八戸市連合父母と教師の会 副会長 

坂本
さかもと

 俊也
としや

 一般社団法人八戸青年会議所 理事長 

 

   任期は、令和５年５月１日から令和６年４月 30 日までとする。 
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議案第16号 

 

八戸市文化財の指定解除について 

八戸市文化財審議委員に別紙の八戸市文化財の指定解除について諮問する。 

 

令和５年４月26日 提出 

 

八戸市教育委員会 

                     教育長  齋 藤  信 哉 

 

 

理 由 

  刊本「自然真営道」（三巻）が青森県文化財保護条例第４条の規定により令和５年４月12日 

に青森県文化財（県重宝）に指定されたことに伴い、八戸市文化財保護条例第11条に基づき、 

八戸市文化財の指定解除について諮問するものである。 
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名称及び員数   刊本「自然真営道」三巻 

所 在 地   八戸市糠塚字下道２－１（八戸市立図書館） 

指 定 年 月 日   平成10年６月23日 

所 有 者   八戸市 八戸市内丸一丁目１－１ 
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